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 NUBIC：日本大学産官学連携知財センターのご案内 

 

郡山テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議 
『企業連携・イノベーションセミナー』 『交流懇談会』 開催報告 
              

 開催報告 
 

ものづくりインキュベーションセンター入居者募集 

                                   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年3月1日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 

ものづくり企業の皆様の新技術・新製品開発の拠点や、創業者の拠点として活動できる

起業支援室の入居者を募集しております。 

募集部屋 ： No.6（事務室タイプ）【30.0㎡】 月額使用料 ： 47,400円 

募集〆切 ： 令和７年３月３１日（月）17：00まで 

※詳細は当機構ホームページをご覧ください。入居に際しては、事前に審査があります。

詳しくは、お申し込み前にご相談ください。 

 

当機構では、日本大学と企業間において行われる共同研究、技術移転等を通じて地域産業の発展・推

進に寄与するため、日本大学との連携により郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンタ

ー内にＮＵＢＩＣ郡山サテライトを設置し、知的財産・産学連携に関する相談に無料で対応しております。 

◆主な相談内容 

◎ 日本大学に属する研究者、研究シーズ、知的財産等の紹介、共同研究、技術指導等の紹介 

◎ 知的財産制度、その運用等に関する情報提供 

◎ その他、知的財産・産学連携活動の推進および地域産業の活性化に資すること 

◎ 経営相談、など 

◆２０２４年度相談案件実績 ： ２件 

◎ 植物育成および検証についての相談 

◎ 取得データの解析手法および精度検証についての相談 

相談頂きました内容に対して、担当者は守秘義務を負いますのでご安心ください。 

なお、お申込みは以下のＷｅｂフォームまたはＱＲコードから 

https://www.techno-media.net6.or.jp/incubation/nubic/index.php 

※ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です 

 

参加申込みは 

こちらから 

２月１９日（水）郡山ビューホテルアネックスを会場に企業連携・イノベーションセミナー

を開催しました。 

『ものづくり企業の新製品開発とオープンイノベーション成功の秘訣』をテーマに、亜

細亜大学大学院 アジア・国際経営戦略研究科委員長 都市創造学部 林 聖子 教授に自

身の経験や実績をもとに具体的な事例を交えながら、新製品開発のプロセスやオープ

ンイノベーションの重要性について詳しく解説していただきました。セミナーには企業や

支援機関の約７０名が参加し先生の講演に耳を傾けていました。 

また、セミナー後の交流懇談会は、参加者同士がリラックスした雰囲気の中で交流を

深め、ビジネスチャンスや共同プロジェクトの可能性を探る場となりました。新たな連携

の芽が生まれることを期待しています。 

今後も定期的にこのようなセミナーや交流の場を提供し、企業間の連携やイノベーシ

ョンを促進してまいります。 

 

https://www.techno-media.net6.or.jp/incubation/nubic/index.php


広域連携産業支援ネットワーク構築事業（福島県委託事業） 第４回ワークショップ開催報告 

郡山市長がインキュベーションセンターを訪問 

インキュベーションセンター消防訓練 実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
発行元    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構／郡山地域ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会 

TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 

郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 

TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

第４回ワークショップでは、前回のワークショップで発表の有った５件の課題に対して１７件（重複あり）の連携推薦があり、

それらについての進捗状況報告が行われました。併せて、「広域連携のための課題と今後の方向性の調査・提案」として、各支

援機関から今年度の取組みについて総括報告が行われました。 

  ◆第４回ワークショップ（令和７年１月３０日（木） Ｗｅｂ開催） 

  ◆参加者３６名（県２、支援機関１３、自治体５、アドバイス機関８、事務局８） 

  ◆内容 ①前回（第３回）ワークショックを受けてのマッチング状況報告 

        ②第１回ワークショップのマッチング状況追加報告 

        ③広域連携のための課題と今後の方向性の調査・提案 

【実施報告例】  

カメラ業界では廉価品がスマホに押されて下落傾向にあり、その分高級品の需要が伸びています。これに併せて、①軽量

化や②ズーム摺動時の耐振動性（撮像対策）等の要求も出ており、その対策としてレンズ二重鏡筒をアルミからマグネシウム

へ切り換える動きが出てきました。 

マグネシウムの表面処理には一般的に塗装を用いますが、スプレー施工のため膜厚制御が難しくて二重鏡筒の摺動（内・外

鏡筒の摺合せ）に不整合が生じやすい状況でした。今回のマッチングは、塗膜をめっきに切り換えて膜厚制御を行おうとする

もので、すでに試作を開始しています。 

連携成立の要因は、マグネシウム切削加工者（㈱サンブライト：会津若松市）とめっき事業者（㈱エム・ティ・アイ：郡山市）の責

任者同士が面談し、工場見学等を通して現状の課題とビジネスの将来性が共有できたことです。 

【事業スキーム】  

 

 

 

２月２１日（金）インキュベーションセンターに入居されている（株）ハンドレッドメディカ

ルを品川市長が訪問されました。 

１月３１日（金）に（株）ハンドレッドメディカルの海外販路拡大におけるドイツ販売代理

での取扱い開始の報告を受けて訪問され、開発した製品について技術の紹介や説明を

行い意見交換しました。 

 

２月２０日（木）インキュベーションセンターの入居者等１２名を対象にＡＥＤの使い方講

習会を開催しました。講習会では郡山消防署田村分署の職員を講師に迎え、万が一の

緊急時に備えてＡＥＤの正しい使い方を学びました。 

参加者の皆様は、実際にＡＥＤを使用する方法や心肺停止の際に必要な応急手当の

基本について、実演を交えて学ぶことができました。 

今後も入居者の皆様が安心して過ごせる環境づくりを進めてまいります。 
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